
２．事業概要と進捗状況

１．事業の目的

事業経緯 進捗状況

事業概要

年 度 主 な 経 緯

Ｈ１５ 調節池用地買収着手

Ｈ２２ 調節池工事完了

Ｈ２５ 河道用地買収着手

Ｈ３０ 下流工区工事完了

全体計画
前回評価時の
進捗状況
(進捗率)

前年度までの
進捗状況
(進捗率)

事 業 費
５，５２５百万円 １，４１０百万円

（２５．５％）

３，１４４百万円

(５６．９％)

用地買収
５７，５００ｍ2 ４０，９３４ｍ2

(７１．１％)

(４４，１５５ｍ2

（７６．８％)

計画延長
１，８９０ｍ ３７０ｍ

(１９．６％)

９７０ｍ

(５１．３％)

事 業 場 所 伊勢崎市豊城町～伊勢崎市下植木町

区 分 前回評価時 今回

全 体 事 業 費 ３，０００百万円 ５，５２５百万円

全 体 事 業 費 増 減 の 理 由 －

• 河道改修の工法変更による増額

• 用地補償費の増額

• 埋蔵文化財調査費の増額

事 業 期 間 Ｈ１２～R１ Ｈ１２～R７

事 業 内 容

改修延長 １，８９０ｍ
計画規模 １／１０

計画流量 ７．５～２０m3/s
（現況流下能力 約５m3/s）

改修延長 １，８９０ｍ
計画規模 １／１０

計画流量 ７．５～２０m3/s
（現況流下能力 約５m3/s）

• 男井戸川は、旧赤堀町の灌漑用水を水源とし、伊勢崎市北部
から市内を流下し粕川へ合流する流域面積５．０１km2の一級
河川である。男井戸川はもともと小さな灌漑用の水路であり、
市街化や面的開発による流出増に対応できず、沿川で浸水被
害が頻繁に発生している。

• このため、上流の調節池整備と河道改修を組み合わせて、地
域一帯の浸水被害及び内水被害の軽減を図ることを目的とし
て事業を実施しているものである。

第１号議案
社会資本整備総合交付金事業（河川改修）

一級河川 男井戸川 伊勢崎市

着工年度

評価理由

平成１２年度

再評価後５年経過

事業費の増額

様式６－１

おいどがわ いせさきし

いせさきし とよしろちょう いせさきし しもうえきちょう

出水時
H11年7月21日（豪雨)平常時

①

調節池計画
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２．事業概要と進捗状況（図面・写真等）

殖蓮
小学校

殖蓮
中学校

殖蓮第二
小学校

河道下流工区
Ｌ＝６００ｍ
Ｈ３０工事完了

調節池 ５１，０００m3
Ｈ２２工事完了

足利伊勢崎線
③

②

粕川

②改修済区間

①未改修区間

河道上流工区
Ｌ＝９２０ｍ

（凡例）

未改修区間

改修済区間
現況河道

①→ 写真方向
増額理由

③改修済区間

暗渠構造
（オープン掘削）
Ｌ＝１５０ｍ

暗渠構造
（オープンシールド工法）
Ｌ＝３５０ｍ

ブロック積では明度の
低い景観配慮型ブロック
に変更したため、工事費
の増額が生じた。

用水の接続のため
樋管を設置。

仮設にて大型土嚢より
遮水矢板へ工法変更。

用水機能補償工事
で伏越を実施。

※伏越イメージ図

河道上流工区暗渠構造区間の工法変更図

道路幅 道路幅

当初
矢板＋RCボックス工法

オープンシールド工法概要図

沿川状況

当初は経済性から矢板+RCボックス(現場打ち)を選定していたが、矢板打込による
振動や施工時の通行止め期間が長期化するなど周辺に及ぼす影響が大きいことから、
地元協議により、振動が少なく工期短縮が可能なオープンシールド工法に変更したため
工事費の増額が生じた。

変更
オープンシールド工法

矢板約9m 仮設方法
オープンシールド機
（コの字型シールド機）

158日 工期（100m施工日数） 31日

家屋近接の矢板
施工は振動による
家屋への影響が
懸念される→

当初施工イメージ

オープンシールド機
を圧入ジャッキにて
推進させる
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平成23年9月1日(台風12号)
完成した調節池（平常時）

３．事業の目的・必要性に変化はあるのか？

４．目的を達成するための事業（手段）は適切か？

• 改修区間の沿川地域は人家が密集しており、豪雨時には、護岸天端に土のうやブロックを積むなど暫
定的な対策を行っているが、河道の断面不足が著しく、溢水被害を防ぐことはできない状況である。

• また、水位上昇による沿川地域での内水被害も頻繁に起きており、県道や小中学校など、浸水による
公共施設への影響も非常に大きいため、被害を軽減する本事業の必要性は引き続き高い。

費用便益分析

氾濫面積Ａ＝19.4ｈａ

文 文

平成23年9月1日(台風12号)

前 回 再 評 価 時 今 回 再 評 価 時 備考 便益説明

算 出 根 拠 マ ニ ュ ア ル
治水経済調査マニュアル(案)

平成１７年４月

治水経済調査マニュアル(案)
令和２年４月

基 準 年 平成２５年 令和元年

区 分 項 目 現 在 価 値 構成比 現 在 価 値 構成比

費 用

(千円 )
工 事 費 3,174,900 90.0% 6,429,654 90.4%

維 持 管 理 費 351,700 10.0% 679,911 9.6%

費 用 合 計 ( C ) 3,526,600 7,109,565

便 益

(千円 )

一般資産被害軽減便益 2,318,705 33.4% 4,258,913 45.2%
氾濫面積

A=19.4ha

浸水戸数

N=215戸

農作物被害軽減便益 18,727 0.3% 12,778 0.1%

公共土木施設等被害軽減便益 3,939,766 56.8% 3,775,386 40.1%

営業停止被害軽減便益 244,841 3.5% 605,317 6.4%

応急対策費用軽減便益 320,443 4.6% 701,785 7.4%

残存価値 93,150 1.3% 67,272 0.7%

便 益 合 計 ( B ) 6,935,632 9,421,452

費 用 対 効 果 分 析 ( B / C ) １．９７ １．３３

①
小学校

年度 総雨量 浸水被害

H20 43mm 有

H23 407mm 有

H25 109mm 無

H29 211mm 無

R1 233mm 無

• 人家が密集している下流の浸水被害を早期に軽減するため、先行して上流部に調節池を整備したうえ
で、下流の河川改修を実施する現計画が最良の方法である。

• 平成２２年度に調節池が完成し、下流への流下量を軽減させることが可能となり、平成２２年度以降大
きな浸水被害は起こっていない。しかし、下流の河道断面は非常に小さく、調節池の計画高水位を超す
ような雨も確認されていることから、早急に河道改修工事を行う必要がある。

平成29年10月22日 (台風21号)

調節池水位状況
→計画水位超過

H23以降
浸水被害
なし

H22調節池完成

浸水予想域

①



５．事業が長期間要している理由は？

６．事業の対応方針は？

事業継続 ・ 事業中止

変更なし ・ 事業計画の変更 ・ スケジュールの変更

• 先行して整備を進めた調節池が平成２２年度に完成したことにより浸水被害は軽減し、治水効果
を発揮しているが、下流の河道断面は非常に小さいままであり、近年激甚化している豪雨に対応
するためにも早急な事業実施が求められる。

• 用地交渉に時間を要しているが、上流工区は市道等の公共用地を活用するなどし河川改修を推
進し、令和７年度の完成に向けて重点的に事業進捗を図っている。

• 上流工区において工法の変更により事業費が増額したが、掘削土を盛土材へ活用する事でコスト
の縮減に努めているところである。

• 男井戸川の河川改修事業は、既に完成した調節池整備だけでは十分な治水効果が期待できず、
出水時における周辺地域への影響を勘案すると、事業の必要性、重要性は高く、早期の効果発現
を図ることが適切であり、事業継続が妥当である。

【 元々が長期計画 不測の事態により長期化 】

• 計画延長が１,８９０mと大規模な河川改修事業であるため、元々長期計画となっている。
• 関係地権者が５０名以上おり、現在２／３の用地買収が完了しているが、用地買収の了解を得るのに
計画より６年多く期間を要している。今後、未改修区間の用地買収を令和３年度までに完了し、用地買
収完了箇所から随時工事着手し令和７年度までに工事を完了させる見込みである。

• 上流工区は人家が密集しているため市と協議し、一部河道を市道･中学校校庭の下に暗渠を通し、事
業の早期完了を図る。

７．市町村意見

市町村 再評価における意見

伊勢崎市
• 男井戸川の整備による治水安全度の向上は、本市の安心・
安全なまちづくりにとって、非常に重要であることから、引き
続き早期整備に向けて事業を進めていただきたい。



事業費の構成

様式６－２一級河川男井戸川

１．計画の概要及び事業費

項目 当初計画 変更計画 増減額 主な理由

本工事費 ９．１ ２２．１ ＋１３．０ 暗渠構造区間の工法変更による増額

用地補償費 １６．０ ２３．８ ＋７．８ 用地買収費の見直しによる増額

測量試験費 ４．９ ９．４ ＋４．５ 文化財調査による増額

合計 ３０．０ ５５．３ ＋２５．３

【単位：億円】

２．当初計画（事業費）を変更する理由

（１）本工事費［＋１３．０億円］

暗渠構造区間の施工方法を鋼矢板を用いた仮設工法から、周辺住宅地への影響
が少ないオープンシールド工法に工法変更したことによる増額
（オープンシールド工法 L=350m ３．７億円）
ブロック積を自然環境･景観に配慮した製品へ変更したことによる増額
（景観配慮型ブロック L=1000m １．８億円）
施工時の仮設の見直しによる増額（３．９億円）

• 粕川合流部付近の下流工区で地下水位が高いことから、土嚢による止水から遮
水矢板による止水に工法変更したことによる増額
機能補償の見直しによる増額（３．６億円）

• 用水機能確保のための補償工事の詳細検討により、用水路が伏越構造となったこ
とによる増額

• 用水との接続で自然合流を想定していたが、樋門が必要となったことによる増額

（２）用地補償費［＋７．８億円］
詳細な用地測量の実施や土地評価による買収単価の見直しによる費用の増額
（建物移転 23件→27件、工作物移転 100件→190件 ４．８億円）
埋設物移設補償費の増額
（水道管L=500m、下水道L=200m、ガス管L=200ｍ ３．０億円）

（３）測量試験費［＋４．５億円］
試掘の結果、起業地内で文化財調査が必要となったため調査費の増額
（調査面積 5千㎡→20千㎡ ３．０億円）
その他測量試験費の増額（１．５億円）

• 施工が建物近接となる箇所での、建物等への影響を事前および事後調査するた
めの調査費用の増加

• 地元要望による親水河岸設置に伴う計画変更設計費の増額

３．今回の変更計画の妥当性

４．事業費の縮減に向けた取組

建設発生土処分費の縮減［▲０．２億円のコスト縮減］

• 河道拡幅の掘削に伴い発生する残土については、処分ではなく現場内の築堤盛土材と
して活用することにより処分費を０．２億円縮減した。

工法の変更に伴う工事費の増額
• 当初、上流工区（暗渠）については経済性の観点から「矢板+RCボックス（現場打ち）」とし
ていた。しかし、矢板打込による振動や施工時の通行止め期間が長期化するなど周辺
に及ぼす影響が大きいことから、地元協議により、振動が少なく工期短縮が可能なオー
プンシールド工法に変更した。工法の変更により工事費が増額したが、周辺家屋への影
響を最小限に抑えた現在の計画は妥当であると考えている。

• 護岸ブロックを景観配慮形ブロックに変更し工事費が増額したが、多自然川づくりや風
景を魅せるインフラ整備の観点から景観に配慮した施設整備を推進する必要がある。

景観配慮型ブロックに変更
ブロック積では明度の
低い景観配慮型ブロック
に変更したため、工事費
の増額が生じた。

仮設にて大型土嚢より
遮水矢板へ工法変更。

用水機能補償工事

で伏越を実施。

用水の接続のため
樋管を設置。

※伏越イメージ図

オープンシールド工法
概要図

河道上流工区暗渠構造区間の工法変更図

オープンシールド機
を圧入ジャッキにて
推進させる

周辺住宅への影響を最小限に抑えた
オープンシールド工法に変更するため、

工事費の増額が生じた。

沿川状況


